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(54)【発明の名称】 内視鏡画像ファイリングシステム

(57)【要約】
【課題】  記録された検査報告書をシステム外に出力
し、検査報告書の確認が遠隔地でも行える画像ファイリ
ングシステムを実現する。
【解決手段】  内視鏡画像ファイリングシステム１は、
内視鏡画像を得る内視鏡装置２と、この内視鏡装置２に
接続され所望の内視鏡画像を記録する画像ファイル装置
３とから構成される。画像ファイル装置３は、内視鏡検
査の医療情報（検査情報）と関連付けた内視鏡画像情報
を登録したり、この内視鏡画像情報から生成された検査
画像に医療情報（検査情報）と合成して作成した検査報
告書を登録したり、更に、この検査報告書の配布先情報
を登録するためのデータベースをハードディスク２１ｅ
に構築できるようになっている。そして、画像ファイル
装置３は、作成した検査報告書を配布先情報に基づい
て、外部ネットワーク２６へ出力することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡検査情報を入力する内視鏡検査情
報入力手段と、
前記内視鏡検査情報入力手段で入力された内視鏡検査情
報を記録する内視鏡検査情報記録手段と、
内視鏡検査の検査報告書の配布先としてシステム外の配
布先を指定入力可能な配布先情報入力手段と、
前記配布先情報入力手段で入力された報告書配布先情報
を記録する報告書配布先情報記録手段と、
内視鏡装置で得た内視鏡画像情報を前記内視鏡検査情報
に関連付けて記録する検査画像記録手段と、
前記検査画像記録手段から前記内視鏡画像情報を読み出
して検査画像を生成し、この検査画像と前記内視鏡検査
情報とを合成して検査報告書を作成する検査報告書作成
手段と、
前記検査報告書作成手段で作成された報告書を前記報告
書配布先情報記録手段に記録されている報告書配布先情
報に基づいてシステム外の配布先を指定出力する配布先
指定出力手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡画像ファイリングシ
ステム。
【請求項２】  前記検査報告書を配布するための複数の
報告書配布手段と、これら複数の報告書配布手段のう
ち、少なくとも１つの報告書配布手段を選択する報告書
配布選択手段とを設けたことを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡画像ファイリングシステム。
【請求項３】  前記報告書配布手段は、電子メールを使
用することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡画像フ
ァイリングシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置で得た
内視鏡画像を記録する内視鏡画像ファイリングシステム
に関する。
【０００２】
【従来の技術】現在、内視鏡装置は、医療用分野及び工
業用分野において、広く用いられている。上記内視鏡装
置は、内視鏡を有している。上記内視鏡は、細長の挿入
部を体腔内やプラント、機器等の被検体内に挿入し、目
的部位を観察するものである。上記内視鏡装置は、上記
内視鏡で得た内視鏡像を撮像手段で撮像し、モニタ等の
表示手段に内視鏡画像を表示させるようになっている。
【０００３】このような内視鏡装置は、画像ファイル装
置を接続して内視鏡画像ファイリングシステムを構成可
能である。上記画像ファイル装置は、上記内視鏡装置で
得た内視鏡画像を記録するものである。
【０００４】このような内視鏡画像ファイリングシステ
ムは、上記内視鏡装置に設けられた内視鏡スイッチ、例
えばレリーズスイッチを押下操作すると、モニタに表示
されている内視鏡画像を上記画像ファイル装置に記録で
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きるようになっている。
【０００５】また、上記内視鏡画像ファイリングシステ
ムは、内視鏡画像を記録するばかりでなく、内視鏡検査
に関わる様々な情報を記録できる。これら内視鏡検査に
関わる様々な情報とは、例えば患者の氏名、年齢、性別
といった患者情報、内視鏡検査の予約日、予約時間、検
査種別といった内視鏡検査予約情報、記録した内視鏡画
像に関する医師等の所見、内視鏡検査を行なった検査
日、検査時間といった検査情報などである。
【０００６】更に、上記内視鏡画像ファイリングシステ
ムは、上記内視鏡画像や上記内視鏡検査に関わる様々な
情報を様々な検索手段によって引き出すことができる。
また、上記内視鏡画像ファイリングシステムは、上記内
視鏡画像や上記内視鏡検査に関わる様々な情報を利用し
て、内視鏡検査に関わる検査報告書を作成及び保存する
ことができる。そして、上記内視鏡画像ファイリングシ
ステムは、上記検査報告書を閲覧及び印刷することがで
きる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の内視鏡画像ファイリングシステムは、記録された上
記検査報告書を上記検索手段によって検索して引き出
し、閲覧及び印刷を行なうため、システム上で動作する
端末が必要である。
【０００８】このため、端末が設置されていない遠隔地
等のシステム外部は、上記従来の内視鏡画像ファイリン
グシステムで記録された検査報告書を印刷物によってし
か確認できない。従って、上記従来の内視鏡画像ファイ
リングシステムは、システム上で動作する端末が設置さ
れていないシステム外部において不便であった。
【０００９】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、記録された検査報告書をシステム外に出力し、
検査報告書の確認が遠隔地でも行える画像ファイリング
システムを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】請求項１に記載の本発明
の内視鏡画像ファイリングシステムは、内視鏡検査情報
を入力する内視鏡検査情報入力手段と、前記内視鏡検査
情報入力手段で入力された内視鏡検査情報を記録する内
視鏡検査情報記録手段と、内視鏡検査の検査報告書の配
布先としてシステム外の配布先を指定入力可能な配布先
情報入力手段と、前記配布先情報入力手段で入力された
報告書配布先情報を記録する報告書配布先情報記録手段
と、内視鏡装置で得た内視鏡画像情報を前記内視鏡検査
情報に関連付けて記録する検査画像記録手段と、前記検
査画像記録手段から前記内視鏡画像情報を読み出して検
査画像を生成し、この検査画像と前記内視鏡検査情報と
を合成して検査報告書を作成する検査報告書作成手段
と、前記検査報告書作成手段で作成された報告書を前記
報告書配布先情報記録手段に記録されている報告書配布
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先情報に基づいてシステム外の配布先を指定出力する配
布先指定出力手段と、を具備したことを特徴としてい
る。また、請求項２は、請求項１に記載の画像ファイリ
ングシステムにおいて、前記検査報告書を配布するため
の複数の報告書配布手段と、これら複数の報告書配布手
段のうち、少なくとも１つの報告書配布手段を選択する
報告書配布選択手段とを設けたことを特徴としている。
また、請求項３は、請求項２に記載の画像ファイリング
システムにおいて、前記報告書配布手段は、電子メール
を使用することを特徴としている。この構成により、記
録された検査報告書をシステム外に出力し、検査報告書
の確認が遠隔地でも行える画像ファイリングシステムを
実現する。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の１
実施の形態を説明する。
【００１２】図１ないし図１６は本発明の１実施の形態
に係わり、図１は本発明の１実施の形態の内視鏡画像フ
ァイリングシステムを示す全体構成図、図２は画像ファ
イル装置のハードウェア構成を説明するブロック図、図
３は画像ファイル装置の画面構成の概要を説明する説明
図、図４は画像ファイル装置の操作の流れの全体像を説
明するフローチャート、図５はスケジュール一覧画面の
画面表示の例を示す図、図６は検査情報編集画面の画面
表示の例を示す図、図７は配布先設定画面の画面表示の
例を示す図、図８は検査実行画面の画面表示の例を示す
図、図９は画像選択画面の画面表示の例を示す図、図１
０は人体図形画面の画面表示の例を示す図、図１１は施
設配布先設定画面の画面表示の例を示す図、図１２は個
人配布先設定画面の画面表示の例を示す図、図１３は検
査報告書作成画面の画面表示の例を示す図、図１４は検
査報告書編集画面の画面表示の例を示す図、図１５は検
査報告書出力画面の画面表示の例を示す図、図１６は検
査報告書の出力処理の流れを説明するフローチャートで
ある。
【００１３】図１に示すように、本発明の１実施の形態
の内視鏡画像ファイリングシステム１は、内視鏡画像を
得る内視鏡装置２と、この内視鏡装置２に接続され所望
の内視鏡画像を記録する画像ファイル装置３とから主に
構成される。
【００１４】先ず、内視鏡装置２の構成について説明す
る。内視鏡装置２は、体腔内に挿入し目的部位を撮像す
る内視鏡１２と、内視鏡１２に照明光を供給する光源装
置１３と、内視鏡１２からの撮像信号を信号処理し内視
鏡画像を生成するビデオプロセッサ１４と、ビデオプロ
セッサ１４により生成された内視鏡画像を表示するモニ
タ１５とから構成される。ビデオプロセッサ１４は、デ
ータを入力するキーボード１６が接続される。
【００１５】内視鏡１２は、体腔内等に挿入する可撓性
で細長な挿入部１２ａと、この挿入部１２ａの基端側に
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設けた操作部１２ｂとを有して構成される。内視鏡１２
は、この操作部１２ｂからユニバーサルケーブル１２ｃ
が延出され、この端部のコネクタ１２ｃａが光源装置１
３に着脱自在で接続される。また、内視鏡１２は、ユニ
バーサルケーブル１２ｃのコネクタ１２ｃａ側部から撮
像ケーブル１２ｄが延出され、この端部のコネクタ１２
ｄａがビデオプロセッサ１４に着脱自在で接続される。
【００１６】内視鏡１２は、照明光を伝送する図示しな
いライトガイドが挿通され、ユニバーサルケーブル１２
ｃを介して光源装置１３から供給される照明光を挿入部
１２ａの先端まで伝送し、挿入部１２ａの先端の照明窓
（不図示）から体腔内の患部等の目的部位を照明する。
内視鏡１２は、照明された目的部位の光学像を照明窓に
隣接して形成された対物光学系（不図示）により取り込
み、その結像位置に配置された撮像装置（不図示）で光
電変換する。撮像装置は、光電変換した撮像信号をユニ
バーサルケーブル１２ｃ及び撮像ケーブル１２ｄを挿通
する信号線を介して、ビデオプロセッサ１４に出力す
る。尚、内視鏡１２は、画像を静止するための指示を入
力するフリーズスイッチ１２ｆや画像を記録するための
指示を入力するレリーズスイッチ１２ｈを手元側に有す
る。
【００１７】光源装置１３は、照明光を発生するための
図示しない光源が配設されている。光源装置１３は、光
源で発生した照明光を内視鏡１２のライトガイドに供給
するようになっている。
【００１８】ビデオプロセッサ１４は、内視鏡１２から
入力される撮像信号に信号処理を施し、標準的なＲＧＢ
方式の画像信号を生成する。ビデオプロセッサ１４は、
生成した画像信号をモニタ１５に出力し、このモニタ１
５に目的部位の内視鏡画像を表示させる。
【００１９】また、ビデオプロセッサ１４は、キーボー
ド１６から入力される文字情報を画像信号に変換し、内
視鏡画像に重畳するようになっている。つまり、モニタ
１５は、この表示画面に表示される内視鏡画像に文字情
報を合成して表示でき、内視鏡装置２のユーザに各種メ
ッセージを伝えることができる。ビデオプロセッサ１４
は、画像信号をモニタ１５に出力するばかりでなく、画
像ファイル装置３にも出力するようになっている。ま
た、ビデオプロセッサ１４は、例えば公知のＲＳ-２３
２Ｃ方式の通信インターフェース２０を介して、画像フ
ァイル装置３と情報の送受ができる。更に、ビデオプロ
セッサ１４は、内視鏡１２のレリーズスイッチ４ｈと電
気的に接続され、このレリーズスイッチ４ｈの操作状態
を検出することができる。
【００２０】次に、画像ファイル装置３について説明す
る。画像ファイル装置３は、主要部であるファイル装置
本体２１を有し、内視鏡画像及びデータを表示するため
のモニタ２２、データを入力するキーボード２３、及び
マウス２４がファイル装置本体２１に接続される。
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【００２１】本実施の形態では、画像ファイル装置３
は、ファイル装置本体２１がネットワークケーブル２５
を介して外部ネットワークへ接続されるようになってい
る。
【００２２】次に、ファイル装置本体２１の内部構成を
説明する。図２に示すようにファイル装置本体２１は、
各部を制御する主制御手段であるＣＰＵ２１ａ、ＣＰＵ
２１ａを動作させるプログラムやモニタ２２への表示メ
ッセージ等が格納されたＲＯＭ２１ｂ、ＣＰＵ２１ａの
作業領域や各種データの一時記憶領域として使用するＲ
ＡＭ２１ｃ、モニタ２２への出力する画像データを一時
記憶するＶＲＡＭ２１ｄ、画像データや各種データを保
存するハードディスク２１ｅ、ハードディスク２１ｅと
公知のＳＣＳＩ方式でデータを送受するためのＳＣＳＩ
インターフェース（Ｉ／Ｆ）部２１ｆ、マウス２４から
の入力を検出するマウスＩ／Ｆ部２１ｇ、キーボード２
３からの入力を検出するキーボードＩ／Ｆ部２１ｈ、内
視鏡装置２と各種データを送受するための例えば公知の
ＲＳ２３２Ｃ方式の通信Ｉ／Ｆ部２１ｉ、内視鏡装置２
から出力された画像信号を入力するＩ／Ｆ回路であるビ
デオ回路２１ｊ、ビデオ回路２１ｊで入力した画像信号
をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部２１ｋ、Ａ／Ｄ変換部２
１ｋから出力された画像データを一時記憶する画像メモ
リ２１ｌ、外部ネットワーク２６と各種データを送受す
るためのネットワークＩ／Ｆ２１ｍから構成される。
尚、ファイル装置本体２１は、プリンタ（不図示）を接
続される図示しないプリンタ用Ｉ／Ｆを備え、作成した
後述の検査報告書を印刷可能に構成されている。
【００２３】これらにより、ファイル装置本体２１を主
要部とする画像ファイル装置３は、内視鏡装置２で得た
画像データをモニタ２２に表示したり、内視鏡装置２の
レリーズスイッチ１２ｈの状態を得て、ＣＰＵ２１ａで
処理を振り分けることなどもでき、例えば画像をハード
ディスク２１ｅに記録することができる。
【００２４】画像ファイル装置３は、内視鏡検査の医療
情報（検査情報）と関連付けた内視鏡画像情報を登録し
たり、この内視鏡画像情報から生成された検査画像に医
療情報（検査情報）と合成して作成した検査報告書を登
録したり、更に、この検査報告書の配布先情報を登録す
るためのデータベースをハードディスク２１ｅに構築で
きるようになっている。このデータベースは、検査報告
書を作成するための定型文等のテキストデータも予め関
連付けて登録できるようにしてあり、検査報告書を円滑
かつ容易に作成できるようにしている。そして、画像フ
ァイル装置３は、作成した検査報告書を配布先情報に基
づいて、外部ネットワーク２６へ出力することができる
ようになっている。
【００２５】画像ファイル装置３は、モニタ２２に表示
される各種画面に従って、ユーザがキーボード２３やマ
ウス２４からデータや指示を入力し、入力されたデータ
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や指示に従ってＣＰＵ２１ａが各部を制御し、処理を実
行するようになっている。つまり、画像ファイル装置３
は、モニタ２２に表示される画面の流れに従って各種処
理を実行するようになっている。
【００２６】次に、画像ファイル装置３の画面構成の概
要を説明する。図３に示すように先ず、画像ファイル装
置３を起動すると、ユーザを認証するためのログイン画
面３１が表示される。ログイン画面３１でユーザが認証
されると、検査スケジュールの一覧等を表示するスケジ
ュール一覧画面４１が表示される。
【００２７】スケジュール一覧画面４１は、患者情報一
覧を表示する患者一覧画面５１を呼び出すことができ
る。この患者一覧画面５１は、患者情報を新規に登録し
たり、既に登録されている患者情報を編集するための患
者情報編集画面５２を呼び出すことができる。
【００２８】また、スケジュール一覧画面４１は、検査
情報を新規に登録して検査予約をしたり、既に登録され
ている検査情報を編集するための検査情報編集画面６１
を呼び出すことができる。また、スケジュール一覧画面
４１は、内視鏡装置２と接続して検査を実行し、内視鏡
装置２から画像信号を取り込む等の検査実行画面７１を
呼び出すことができる。また、スケジュール一覧画面４
１は、取り込んだ画像の内、作成する検査報告書で画像
を選択したりするための画像選択画面８１を呼び出すこ
とができる。
【００２９】また、スケジュール一覧画面４１は、検査
報告書を作成するための画面である検査報告書作成画面
９１を呼び出すことができる。また、検査報告書作成画
面９１は、異なる機能を有する検査報告書編集画面９２
へ遷移することができる。また、検査報告書編集画面９
２は、検査報告書を出力するための検査報告書出力画面
９３を呼び出すことができる。
【００３０】また、スケジュール一覧画面４１は、各種
システムの設定情報を入力するためシステム管理画面１
０１を呼び出すことができる。また、このシステム管理
画面１０１は、施設向けに検査報告書の配布情報を設定
するための施設配布設定画面１０２を呼び出すことがで
きる。また、システム管理画面１０１は、個人向けに検
査報告書の配布情報を設定するための個人配布先設定画
面１０３を呼び出すことができる。
【００３１】次に、画像ファイル装置３の操作の全体の
流れの一例を説明する。尚、図４中の符号Ｓ１ないしＳ
８は処理ステップに付した符号である。また、この処理
ステップは、ユーザの操作に基づいて、画像ファイル装
置３のＣＰＵ２１ａの制御により行われる。
【００３２】先ず、ユーザは、画像ファイル装置３を起
動する。すると、画像ファイル装置３のＣＰＵ２１ａ
は、モニタ２２の表示画面にログイン画面３１を表示さ
せる。このログイン画面３１は、ユーザの認証等を行う
ものである。この認証後に、ユーザがログインすると、
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7
ＣＰＵ２１ａはモニタ２２の表示画面にスケジュール一
覧画面４１を表示させる（ステップＳ１）。そして、ユ
ーザは、スケジュール一覧画面４１で検査スケジュール
を確認する（ステップＳ２）。
【００３３】次に、（内視鏡）検査対象の患者が新規の
患者である場合、ユーザは、患者一覧画面１４及び患者
情報編集画面１５を呼び出して、患者情報を登録する
（ステップＳ３）。このとき、ＣＰＵ２１ａは、患者一
覧画面１４又は患者情報編集画面１５が呼び出された
ら、それぞれモニタ２２の表示画面に表示させる。以
降、説明を省略するが、ユーザがそれぞれ画面を呼び出
す毎に、ＣＰＵ２１ａは呼び出される画面をモニタ２２
の表示画面に表示させるようになっている。
【００３４】次に、ユーザは、検査情報編集画面６１を
呼び出し、新規の検査予約を入力する（ステップＳ
４）。そして、ユーザは、検査実行画面７１を呼び出
し、画像ファイル装置３に接続された内視鏡装置２で検
査を実行し、この内視鏡装置２で得た内視鏡画像を画像
ファイル装置３に記憶する（ステップＳ５）。
【００３５】次に、ユーザは、画像選択画面８１を呼び
出し、検査実行で得た内視鏡画像のうち、検査報告書で
参照するための内視鏡画像を選択する（ステップＳ
６）。
【００３６】次に、ユーザは、検査報告書作成画面９１
を呼び出し、検査報告書を作成する（ステップＳ７）。
そして、ユーザは、検査報告書編集画面９２を呼び出
し、検査報告書を編集する。
【００３７】次に、ユーザは、検査報告書出力画面９３
を呼び出し、出力内容を確認して出力し（ステップＳ
８）、終了（ステップＳ９）となる。以上が、画像ファ
イル装置３の操作の全体の流れの一例である。
【００３８】以下に、各画面の詳細な構成や動作を説明
する。ここで、後述する検査情報、内視鏡画像、検査報
告書は、一つの検査において関連付けられてハードディ
スク２１ｅのデータベースに登録されるようになってい
る。尚、本実施の形態で参照する図面の内、画面表示を
示す図面中のメッセージ等の表示は英語及び一部独語を
使用しているが、これらは日本語であっても良いし、ま
た他の言語や図形であっても良い。
【００３９】先ず、スケジュール一覧画面４１について
説明する。図５は、スケジュール一覧画面４１の画面表
示の例である。スケジュール一覧画面４１には、検査資
源のスケジュールの一覧を表示する資源スケジュール一
覧表示エリア４１ａが配置されている。尚、本実施の形
態において、検査資源とは、検査に関わる医師や看護婦
や技師等の担当者、検査に使用する検査室、検査に使用
する機材のことを指して呼ぶ。また、１件の資源スケジ
ュールに含まれる情報を資源スケジュールレコードと呼
ぶ。
【００４０】資源スケジュール一覧表示エリア４１ａに
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は、１つの資源スケジュールレコードが１行に表示され
るようになっている。資源スケジュール一覧表示エリア
４１ａ内の１行に表示される資源スケジュールレコード
には、資源の利用開始日時、利用終了日時、資源の名称
である資源名などが含まれている。また、スケジュール
一覧画面４１は、検査情報の一覧を表示する検査情報一
覧表示エリア４１ｂが配置されている。尚、本実施の形
態において、１件の検査情報は、検査情報レコードと呼
ぶ。
【００４１】検査情報表示エリア４１ｂの１行目は、検
査情報レコードを構成する各データ項目の見出しが表示
されている。検査情報レコードは、検査情報一覧表示エ
リア４１ｂの３行目から表示される。１つの検査情報レ
コードは、検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行に表示
されるようになっている。
【００４２】この検査情報レコードを構成するデータ項
目は、検査日４１ｂａ、検査の開始時刻４１ｂｂ、終了
時刻４１ｂｃ、患者の姓４１ｂｄ、患者の名４１ｂｅ、
検査担当者４１ｂｆ、使用する検査室名４１ｂｇ等が含
まれている。
【００４３】また、検査情報表示エリア４１ｂは、各検
査に関わる作業の進行状況等の状態を表示する検査状態
表示欄４１ｃが配置されている。この検査状態表示欄４
１ｃは、検査状態表示欄４１ｃａ～４１ｃｆが配置され
ている。ここで、検査状態表示欄４１ｃに数字が表示さ
れている検査の状態は、内視鏡検査により患者の目的部
位の画像を既に得ていることを意味している。
【００４４】検査状態表示欄４１ｃａは、検査情報の入
力必須項目及び該検査の対象の患者情報の入力必須項目
が全て入力済みであるか否かの区別が表示される。例え
ば、検査状態表示欄４１ｃａは、全ての項目が入力済み
の場合に「×」印が表示され、その他の場合に空白とな
るようになっている。
【００４５】また、検査状態表示欄４１ｃｂは、患者か
ら検査承諾書を受け取った日付が入力されているか否か
の区別を表示される。例えば、検査状態表示欄４１ｃｂ
は、既に実行されている場合に検査で記録された画像の
枚数が表示され、行なわれていない場合に空白となるよ
うになっている。
【００４６】検査状態表示欄４１ｃｄは、検査報告書が
作成済みであるか否かの区別が表示されている。例え
ば、検査状態表示欄４１ｃｄは、作成済みの場合に
「×」印が表示され、未だ作成されていない場合に空白
となるようになっている。
【００４７】検査状態表示欄４１ｃｆは、内視鏡検査で
生体組織を採取するといった生検を行なった場合の生検
の検査結果の状態が表示される。例えば、検査状態表示
欄４１ｃｆは、生検を行い既に生検の結果が得られてい
る場合に「×」印が表示され、生検を行い未だ生検の検
査結果が得られない場合に「！」印が表示され、内視鏡
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9
検査を行なったが生検を行なわなかった場合に「○」印
が表示され、未だ内視鏡検査を行なっていない場合に空
白となるようになっている。
【００４８】検査情報一覧表示エリア４１ｂは、全ての
検査情報レコードを表示できるばかりでなく、関心のあ
る検査情報レコードを絞り込んで表示することができ
る。検査情報一覧表示エリア４１ｂの１行目、つまり各
データ項目の項目名等が表示されている行の各データ項
目の位置は、それぞれのデータ項目に絞り込み条件を設
定する画面を呼び出すためのボタンであるフィルタ・ボ
タン４１ｄ（４１ｄａ又は４１ｄｄ等）が配置されてい
る。
【００４９】各フィルタ・ボタン４１ｄは、対応するデ
ータ項目に絞り込み条件が設定されていない場合に、凸
状態のボタンとなっている。尚、この凸状態のボタンと
は、画面上でボタンが浮き上がって見えるように陰影を
表示した状態のボタンのことである。また、凹状態のボ
タンとは、画面上でボタンが凹状態にみえるように陰影
を表示した状態のボタンのことである。
【００５０】凸状態のフィルタ・ボタン４１ｄは、クリ
ックすると、対応するデータ項目に絞り込み条件を設定
するため絞り込み条件設定画面（不図示）が表示され、
絞り込み条件を入力できるようになっている。ここで、
絞り込み条件設定画面に絞り込み条件を入力すること
で、検査情報一覧表示エリア４１ｂは、絞り込み条件を
満たす検査情報レコードのみが表示されるようになって
いる。
【００５１】一方、フィルタ・ボタン４１ｄは、対応す
るデータ項目に絞り込み条件が設定されている場合に凹
状態のボタンとなっている。これら凹状態のフィルタ・
ボタン４１ｄが複数ある場合に、検査情報一覧表示エリ
ア４１ｂは、各フィルタ・ボタン４１ｄで設定した絞り
込み条件の論理積の条件により、検査情報レコードが絞
り込まれて表示される。尚、凹状態のフィルタ・ボタン
４１ｄは、クリックすると、対応するデータ項目に設定
された絞り込み条件が解除され、凸状態のボタンとな
る。尚、例えば、フィルタ・ボタン４１ｅｃは、検査済
みか否かを示す検査状態表示欄４１ｃｃに対応したフィ
ルタ・ボタンであり、フィルタ・ボタン４１ｅｆは、生
検の検査結果の状態の区別を示す検査状態表示欄４１ｃ
ｆに対応したフィルタ・ボタンである。
【００５２】また、スケジュール一覧画面４１内の上方
は、患者一覧画面５１を呼び出す４１ｇａ、検査情報編
集画面６１を呼び出すボタン４１ｇｂ、検査実行画面７
１を呼び出すボタン４１ｇｃ、画像選択画面８１を呼び
出すボタン４１ｇｄ、検査報告書作成画面９１を呼び出
すボタン４１ｇｅが配置されている。また、スケジュー
ル一覧画面４１内の上方の右寄りは、画像ファイリング
装置３の動作を終了する終了ボタン４１ｈが配置されて
いる。
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【００５３】また、スケジュール一覧画面４１内の下方
は、新規に検査を予約する際に検査情報編集画面６１を
呼び出す新規ボタン４１ｉａ、既に登録されている検査
情報レコードを編集する際に検査情報一覧表示エリア４
１ｂで検査情報レコードを選択し、検査情報編集画面６
１を呼び出す編集ボタン４１ｉｂ、検査情報一覧表示エ
リア４１ｂで検査情報レコードを選択し削除する削除ボ
タン４１ｉｃ、検査情報の一覧を印刷する印刷ボタン４
１ｊ、検査室の稼働状況を表示するボタン４１ｋ、新規
登録したり編集するボタン４１ｍ、システム管理画面１
０１を呼び出すボタン４１ｎが配置されている。これら
ボタンは、クリックすることにより、それぞれの処理が
実行されるようになっている。
【００５４】次に、検査情報編集画面６１について説明
する。ユーザがスケジュール一覧画面４１のボタン４１
ｇｂをクリックすると、検査情報編集画面６１が呼び出
される。
【００５５】図６は、検査情報編集画面６１の画面表示
の例である。図６に示すように検査情報編集画面６１
は、検査情報レコードを新規登録したり更新するための
画面である。
【００５６】検査情報編集画面６１は、検査情報レコー
ドに含まれる各データ項目を入力するための領域６１ａ
が配置されている。この領域６１ａは、例えば検査室名
を入力するための領域６１ａａ、検査日を入力する欄６
１ａｂ、検査開始時刻を入力する入力欄６１ａｃ、検査
終了時刻を入力する入力欄６１ａｄ、患者姓名を入力す
る入力欄６１ａｅ、患者から検査承諾書を受け取った日
付を入力する入力欄６１ａｈ、検査に使用する内視鏡の
型番等を入力する入力欄を含む領域６１ａｉ、診断結果
等を入力する入力欄６１ａｇ等が配置されている。
【００５７】検査情報編集画面６１内の下方は、この画
面が表示された時点の状態に戻り、領域６１ａ内の情報
を再編集が可能な再編集ボタン６１ｃ、検査情報レコー
ドを新規登録或いは更新し検査情報編集画面６１を終了
する完了ボタン６１ｄ、検査情報レコードを新規登録も
更新もしないで検査情報編集画面６１を終了する中断ボ
タン６１ｅ、配布先設定画面６２を表示する配布先設定
ボタン６１ｆ等が配置されている。これらボタン６１ｃ
～６１ｆ等は、クリックすることにより、それぞれの処
理が実行されるようになっている。また、配布先設定ボ
タン６１ｆは、このボタン名の表示欄に、設定されてい
る配布先の数を括弧内の数字として表示するようになっ
ている。
【００５８】次に、配布先設定画面６２について説明す
る。ユーザが検査情報編集画面６１の配布先設定ボタン
６１ｆをクリックすると、配布先設定画面６２が呼び出
される。
【００５９】図７は、配布先設定画面６２の画面表示の
例である。図７に示すように配布先設定画面６２は、検
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査報告書の出力時の配布先を設定するための画面であ
る。
【００６０】配布先設定画面６２は、配布先を選択する
ための配布先一覧６２ａが配置されている。配布先一覧
６２ａ内の上方は、個人別配布先一覧と施設別配布先一
覧を切り替えるためのタブ６２ａａが配置されている。
また、配布先一覧６２ａは、配布先一覧を検索するため
の検索条件選択ボタン６１ａｂ、検索条件選択ボタン６
１ａｂに連動して検索条件入力することができる検索条
件入力領域６２ａｃ、クリックすることにより全ての配
布先を一覧表示する全一覧表示ボタン６２ａｅ等が配置
されている。
【００６１】配布先設定画面６２は、選択された配布先
を一覧表示するための選択配布先一覧表示領域６２ｂが
配置されている。配布先設定画面６２内の中央は、配布
先一覧６２ａにて選択されている配布先情報を選択配布
先情報として登録し、選択配布先一覧表示領域６２ｂに
表示する選択ボタン６２ｃ、選択配布先一覧表示領域６
２ｂにて選択されている選択配布先情報を削除する選択
解除ボタン６２ｄ等が配置されている。これらボタン６
２ｃ，６２ｄは、クリックすることにより、それぞれの
処理が実行されるようになっている。
【００６２】また、配布先一覧６２ａは、表示されてい
る項目をダブルクリックすることでも、選択ボタン６２
ｃと同様の配布先選択ができる。また、選択配布先一覧
表示領域６２ｂは、表示されている項目をダブルクリッ
クすることでも、選択解除ボタンと同様の配布先選択解
除ができる。
【００６３】配布先設定画面６２内の下方は、報告書配
布先情報を新規登録或いは更新し検査情報編集画面６２
を終了する完了ボタン６２ｅ、報告書配布先情報を新規
登録も更新もしないで配布先設定画面６２を終了する中
断ボタン６２ｆ等が配置されている。これらボタン６２
ｅ，６２ｆは、クリックすることにより、それぞれの処
理が実行されるようになっている。
【００６４】次に、検査実行画面７１について説明す
る。ユーザがスケジュール一覧画面４１のボタン４１ｇ
ｃをクリックすると、検査実行画面７１が呼び出され
る。
【００６５】図８は、検査実行画面７１の画面表示の例
である。図８に示すように検査実行画面７１は、内視鏡
装置２を使用した検査を実行する際に画像ファイル装置
３側で操作する画面である。
【００６６】検査実行画面７１内は、内視鏡装置２で撮
像している画像つまり、内視鏡装置２のモニタ１５に表
示されている画像と同じ画像を表示する内視鏡画像表示
エリア７１ａが配置されている。検査実行画面７１内の
下方は、検査の開始を画像ファイル装置３に伝達するた
めの検査開始ボタン７１ｂ、検査の終了を画像ファイル
装置３に伝達するための検査終了ボタン７１ｃ、クリッ
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クした時点の画像を画像ファイル装置３に記録するため
の画像記録ボタン７１ｄ、検査実行画面７１を終了する
ための終了ボタン７１ｇ等が配置されている。
【００６７】検査実行画面７１内は、画像記録ボタン７
１ｄをクリックして記録された複数の画像のサムネイル
画像、つまり間引きして寸法を縮小した画像を表示する
サムネイル画像表示エリア７１ｈが配置されている。検
査開始ボタン７１ｂ及び検査終了ボタン７１ｃをクリッ
クした時点の時刻は、それぞれ検査開始時刻及び検査終
了時刻として画像ファイル装置３に記録されるようにな
っている。
【００６８】次に、画像選択画面８１について説明す
る。ユーザがスケジュール一覧画面４１のボタン４１ｇ
ｄをクリックすると、画像選択画面８１が呼び出され
る。
【００６９】図９は、画像選択画面８１の画面表示の例
である。図９に示すように画像選択画面８１は、検査実
行で得た内視鏡画像のうちから検査報告書で参照する内
視鏡画像を選択する等の検査後処理を行なうための画面
である。
【００７０】画像選択画面８１内は、検査実行で得た全
ての内視鏡画像のサムネイル画像が表示されるサムネイ
ル表示エリア８１ａが配置されている。
【００７１】このサムネイル画像表示エリア８１ａは、
表示されているサムネイル画像のうち、１つのサムネイ
ル画像上をマウス２４でドラッグし、報告書画像選択エ
リア８１ｂ上でドロップすると、サムネイル画像に対応
する内視鏡画像が報告書画像選択エリア８１ｂに表示さ
れるようになっている。この報告書画像選択エリア８１
ｂは、検査報告書で参照する内視鏡画像を選択するため
の領域である。
【００７２】尚、ここで、ドラッグとは、画面上の領域
にマウス２４のカーソルを移動させ、マウス２４に配設
されている押しボタンを押したまま離さない状態を維持
する操作を意味する。また、ドロップとは、マウス２４
でドラッグした後、マウス２４に配設されている押しボ
タンを押したまま、マウス２４のカーソルを移動させ、
マウス２４の押しボタンを離す操作を意味する。
【００７３】これらマウス２４のドラッグ及びドロップ
の操作を行なうことで、報告書画像選択エリア８１ｂ
は、容易にサムネイル画像表示エリア８１ａに表示され
ている内視鏡画像を選択して表示させることができるよ
うになっている。
【００７４】また、報告書画像選択エリア８１ｂは、表
示されている画像のうち、一つの画像をドラッグして、
報告書表示エリア８１ｂ外でドロップすることにより、
ドラックした画像の選択を解除することができる。
【００７５】また、内視鏡検査は、一人の患者に対して
一回に限らず複数回行われている場合がある。そこで、
画像選択画面８１は、複数の検査で得られた画像がある
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場合、これに対応する検査日付の検査で得られた画像を
サムネイル画像表示エリア８１ａに表示されるようにな
っている。
【００７６】更に、具体的には、画像選択画面８１は、
サムネイル画像表示エリア８１ａ上部に検査日付を記し
たボタンである検査日付タブ８１ａａを複数表示して配
置される。そして、これら複数配置された検査日付タブ
８１ａａのうち、参照したい検査の日付を記した検査日
付タブ８１ａａをクリックすると、対応する検査日付の
検査で得られた画像がサムネイル画像表示エリア８１ａ
に表示されるようになっている。これらサムネイル画像
は、同様に検査報告書で参照する画像として選択するこ
とができる。
【００７７】画像選択画面８１の下方は、図１０に示す
人体図形画面８２を呼び出すボタン８１ｆ、画像選択画
面８１を終了するボタン８１ｇ等が配置されている。こ
れらボタン８１ｆ及び８１ｇ等は、クリックすることに
より、それぞれの処理が実行されるようになっている。
【００７８】次に、人体図形画面８２について説明す
る。ユーザが画像選択画面８１のボタン８１ｆをクリッ
クすると、人体図形画面８２が呼び出される。
【００７９】図１０は、人体図形画面８２の画面表示の
例である。図１０に示すように人体図形画面８２は、人
体の部分の概略図形を表示する人体図形表示エリア８２
ａが配置されている。尚、この例では、人体図形表示エ
リア８２ａに、下部消化器官の概略図が表示されてい
る。
【００８０】また、人体図形画面８２内の右方は、画像
選択画面８１のサムネイル画像表示エリア８１ａから報
告書画像選択エリア８１ｂへ選択された複数の画像、例
えば６つの画像を表示する画像表示エリア８２ｂが配置
されている。
【００８１】画像表示エリア８２ｂの各画像は、上から
順に「１」、「２」、・・・、「６」といった番号８２
ｃが付されて表示されている。
【００８２】画像表示エリア８２ｂは、表示されている
複数の画像のうち、１つの画像上でドラッグし、人体図
形表示エリア８２ａ内でドロップすると、このドロップ
した個所に、ドラッグした画像に対応した番号８２ｃと
同じ番号８２ｃ‘が表示されるようになっている。
【００８３】これにより、画像表示エリア８２ｂは、表
示されている各画像が人体図形表示エリア８２ａに表示
されている概略図形のどの個所の画像であるかを対応付
けることができるようになっている。
【００８４】ボタン８２ｄは、クリックすると、人体図
形表示エリア８２ａに表示されている図形が検査報告書
に綴じ込まれるようになっている。
【００８５】また、人体図形画面８２内の下方は、人体
図形表示エリア８２ａに表示されている図形を印刷する
印刷ボタン８２ｅ、人体図形表示エリア８２に表示する
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人体の概略図形を選択する図示しない画面を呼び出すボ
タン８２ｆ、人体図形画面８２を閉じる終了ボタン８２
ｇが配置されている。これらボタン８２ｅ～８２ｇは、
クリックすることにより、それぞれの処理が実行される
ようになっている。
【００８６】次に、施設配布先設定画面１０２及び個人
配布先設定画面１０３について説明する。先ず、施設配
布先設定画面１０２について説明する。ユーザがスケジ
ュール一覧画面４１のボタン４１ｎをクリックすると、
システム管理画面１０１が呼び出される。そして、この
システム管理画面１０１は、図示しない呼び出しボタン
をクリックされることで、施設配布先設定画面１０２が
呼び出される。
【００８７】図１１は、施設配布先設定画面１０２の画
面表示の例である。図１１に示すように施設配布先設定
画面１０２は、新規に登録する検査報告書の施設別配布
先情報を入力したり、既存の施設別配布先情報の内容を
編集するための画面である。
【００８８】領域１０２ａは、施設別配布情報の内容を
編集する部分である。この領域１０２ａは、例えば施設
名等の識別名を編集する領域１０２ｂ、施設の住所、施
設のＺｉｐコード、施設の電話番号、施設のＦＡＸ番号
を編集する領域１０２ｃ、施設の電子メールアドレスを
編集する領域１０２ｄ、検査報告書配布方法の初期設定
を編集する領域１０２ｅ等が含まれている。
【００８９】施設配布先設定画面１０２内の下方は、こ
の画面が表示された時点の状態に戻り、再編集が可能な
再編集ボタン１０２ｆ、施設別配布先情報を新規追加或
いは更新し、施設配布先設定画面１０２を閉じてシステ
ム管理画面１０１に戻る完了ボタン１０２ｇ、施設別配
布先情報の新規追加も更新もせずに施設配布先設定画面
１０２を閉じてシステム管理画面１０１に戻る中断ボタ
ン１０２ｈ等が配置されている。これらボタン１０２ｆ
～１０２ｈ等は、クリックすることにより、それぞれの
処理が実行されるようになっている。
【００９０】次に、個人配布先設定画面１０３について
説明する。ユーザがシステム管理画面１０１の図示しな
い呼び出しボタンをクリッククリックすると、個人配布
先設定画面１０３が呼び出される。
【００９１】図１２は、個人配布先設定画面１０３の画
面表示の例である。図１２に示すように個人配布先設定
画面１０３は、新規に登録する検査報告書の個人別配布
先情報を入力したり、既存の個人別配布先情報の内容を
編集するための画面である。
【００９２】領域１０３ａは、個人別配布先情報の内容
を編集する部分である。この領域１０３ａは、例えば氏
名等の識別名を編集する領域１０３ｂ、所属施設の住
所、施設のＺｉｐコード、施設の電話番号、施設のＦＡ
Ｘ番号を編集する領域１０３ｃ、個人の電子メールアド
レスを編集する領域１０３ｄ、検査報告書配布方法の初
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期設定を編集する領域１０３ｅ等が含まれている。
【００９３】個人配布先設定画面１０３内の下方は、こ
の画面が表示された時点の状態に戻り、再編集が可能な
再編集ボタン１０３ｆ、個人別配布先情報を新規追加或
いは更新し個人配布先設定画面１０３を閉じてシステム
管理画面１０１に戻る完了ボタン１０３ｇ、個人別配布
先情報の新規追加も更新もせずに個人配布先設定画面１
０３を閉じてシステム管理画面１０１に戻る中断ボタン
１０３ｈ等が配置されている。これらボタン１０３ｆ～
１０３ｈ等は、クリックすることにより、それぞれの処
理が実行されるようになっている。
【００９４】次に、検査報告書作成画面９１、検査報告
書編集画面９２について説明する。図１３，図１４は、
それぞれ検査報告書を作成編集するために使用する検査
報告書作成画面９１、検査報告書編集画面９２の画面表
示の例であり、スケジュール一覧画面４１でボタン４１
ｇｅをクリックすると先ず図１３の検査報告書作成画面
９１が呼び出される。
【００９５】図１３に示すように検査報告書作成画面９
１は、画像選択画面８１で選択された複数の画像のサム
ネイル画像を表示する画像表示エリア９１ａ、所見を入
力するための体系的所見入力エリア９１ｂが配置されて
いる。ユーザは、画像表示エリア９１ａに表示されてい
る内視鏡画像を参照しながら、体系的所見入力エリア９
１ｂに所見入力するようになっている。
【００９６】体系的所見入力エリア９１ｂは、体内の着
目している体内部位等の名称を一覧表示する体内部位等
一覧表示エリア９１ｃが配設されている。ユーザは、体
内部位等一覧表示エリア９１ｃで着目している体内部位
等の名称を選択することができるようになっている。
【００９７】また、体内部位等一覧表示エリア９１ｃ
は、選択された体内部位等により詳細な体内部位が含ま
れている場合が有る。そこで、検査報告書作成画面９１
は、これに対応するより詳細な体内部位等の名称を表示
するための体内部位等一覧表示エリア９１ｄが配置され
るようになっている。そして、ユーザは、体内部位等一
覧表示エリア９１ｄから着目している体内部位等の名称
を選択することができるようになっている。
【００９８】また、検査報告書作成画面９１は、体内部
位等一覧表示エリア９１ｄの下方に、属性を一覧表示す
る属性一覧表示エリア９１ｅ、この属性一覧表示エリア
９１ｅに表示される属性を選択した際に、選択した属性
に対応する属性値を一覧表示する属性値一覧エリア９１
ｆが配置されるようになっている。
【００９９】属性一覧表示エリア９１ｅは、着目する属
性が選択されると、選択した属性に対応する属性値の選
択肢が属性値一覧エリア９１ｆに表示され、属性値を選
択することができるようになっている。例えば、ユーザ
は、属性一覧表示エリア９１ｅに表示される属性のう
ち、色を選択した場合、属性値として例えば、赤、青、
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黒、等が属性値一覧エリア９１ｆに表示されるようにな
っている。
【０１００】従って、検査報告書作成画面９１は、体内
部位等一覧表示エリア９１ｃ、９１ｄで選択された体内
部位に関わる属性及び属性値を選択することで、これら
属性及び属性値の所見を体系的に入力することができる
ようになっている。
【０１０１】ここで、検査報告書作成画面９１は、新規
追加ボタン９１ｇをクリックすると、体内部位等一覧表
示エリア９１ｃ、９１ｄ、属性一覧表示エリア９１ｅ、
属性値一覧表示エリア９１ｆでの選択により得られた主
語や述語から自動生成された所見文が所見文一覧表示エ
リア９１ｈに追加されるようになっている。また、検査
報告書作成画面９１は、所見分一覧表示エリア９１ｈで
所見文を選択し、削除ボタン９１ｉをクリックすると、
選択した所見文が削除されるようになっている。
【０１０２】検査報告書作成画面９１内の下方は、検査
報告書編集画面９２へ画面が切り替わるボタン９１ｑ、
報告書作成画面を終了してスケジュール一覧画面４１へ
戻る終了ボタン９１ｓ、検査報告書編集画面９２で使用
するテンプレートを選択するテンプレート選択欄９１
ｔ、配布先設定画面６２を表示する配布先設定ボタン９
１ｕ等が配置されている。これらボタン９１ｑ～９１ｕ
等は、クリックすることにより、それぞれの処理が実行
されるようになっている。また、配布先設定ボタン９１
ｕは、このボタン名の表示欄に、設定されている配布先
の数を括弧内の数字として表示するようになっている。
【０１０３】尚、テンプレートは、作成する検査報告書
のレイアウトを示す情報、検査情報編集画面６１等で入
力された検査情報の検査報告書への挿入箇所示す情報、
報告書配布先情報の配布情報、画像選択画面８１で選択
された内視鏡画像の検査報告書への挿入箇所を示す情
報、検査報告書作成画面９１で作成した所見文の検査報
告書内への挿入箇所を示す情報、その他画像ファイル装
置３が有する情報の検査報告書内への挿入箇所を示す情
報が含まれている。
【０１０４】次に、図１４に示す検査報告書編集画面９
２について説明する。上述したように図１３の検査報告
書作成画面９１は、ボタン９１ｇをクリックすると、図
１４に示す検査報告書編集画面９２へ画面が切り替わ
る。
【０１０５】図１４に示すように検査報告書編集画面９
２は、報告書編集エリア９２ａが配置される。この報告
書編集エリア９２ａは、画像ファイル装置３の有する検
査情報、内視鏡画像、検査報告書作成画面９１で作成し
た所見文等がテンプレートに含まれた情報に従い自動的
に配置された検査報告書が表示されるようになってい
る。
【０１０６】報告書画像選択エリア９２ａ内は、公知の
ワードプロセッサと同様に、文章の追加、削除、編集、
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複写等の操作を行えるようになっている。また、検査報
告書編集画面９２は、公知のワードプロセッサと同等
に、使用する文字のフォントの種類や大きさを設定する
ためのフォント選択欄９２ｂ、文書を編集するための例
えば公知の文書飾り機能や公知の綴りチェック機能等と
いった各種機能を呼び出す複数の機能ボタン９２ｃ等が
配置されている。また、検査報告書編集画面９２は、検
査報告書に貼り付けられている画像の配置箇所を移動し
たり、拡大・縮小することもできる。
【０１０７】検査報告書編集画面９２内の下方は、検査
報告書を出力するための検査報告書出力画面９３を呼び
出す検査確認ボタン９２ｅ、検査報告書の文書ファイル
を例えばＨＴＭＬ形式等でハードディスク２１ｅ等の記
憶装置や図示しない外部記憶装置へ保存する保存ボタン
９２ｆ、検査報告書作成画面９１へ画面が切り替わるボ
タン９２ｇ、クリックすると報告書作成画面を終了して
スケジュール一覧画面４１へ戻る終了ボタン９１ｊ等が
配置されている。これらボタン９２ｆ～９２ｊ等は、ク
リックすることにより、それぞれの処理が実行されるよ
うになっている。
【０１０８】次に、検査報告書出力画面９３について説
明する。上述したように図１４の検査報告書編集画面９
２は、検査確認ボタン９２ｅをクリックすると、図１５
に示す検査報告書出力画面９３へ画面が切り替わる。
【０１０９】図１５は、検査報告書出力画面９３の画面
表示の例である。図１５に示すように検査報告書出力画
面９３は、検査報告書の出力方法の確認と検査報告書の
履歴登録を行なうための画面である。この検査報告書出
力画面９３内は、出力終了後に検査報告書編集画面９２
に戻るのか又はスケジュール一覧画面４１へ戻るのかを
選択するチェックボックス９３ｂが配置されている。
【０１１０】検査報告書出力画面９３内は、検査報告書
配布先への出力方法を設定する出力方法エリア９３ｃが
配置されている。この出力方法エリア９３ｃは、照会者
を表示する照会者表示欄９３ｃａ、この照会者表示欄９
３ｃａに表示されている照会者に対して、配布先設定画
面６２で設定した配布先情報を表示する配布先情報表示
欄９３ｃｂが配置されている。照会者表示欄９３ｃａ及
び配布先情報表示欄９３ｃｂの側部は、検査報告書の出
力を電子メール出力もしくは印刷出力で行うかの出力確
認表示欄９３ｃｄが配置されている。
【０１１１】これら照会者表示欄９３ｃａ，配布先情報
表示欄９３ｃｂ及び出力確認表示欄９３ｃｄは、施設配
布先設定画面１０２及び個人配布先設定画面１０３にて
設定された初期設定に従い表示されるようになってい
る。尚、これら照会者表示欄９３ｃａ，配布先情報表示
欄９３ｃｂ及び出力確認表示欄９３ｃｄは、検査報告書
出力画面９３で変更することも可能である。
【０１１２】また、印刷枚数設定欄９３ｃｃは、照会者
表示欄９３ｃａ、配布先情報表示欄９３ｃｂそれぞれに
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設定されている印刷枚数によって自動的に表示され、手
動で変更することもできる。検査報告書出力画面９３内
は、クリックすることによりプリンタ画面を表示するボ
タン９３ｄが配置されている。
【０１１３】検査報告書出力画面９３内は、検査報告書
の出力責任者を確認するための確認情報、例えばユーザ
情報及びパスワード等を入力する入力エリア９３ｅが配
置されている。検査報告書出力画面９３は、これら入力
エリア９３ｅの確認情報を入力しないと検査報告書の出
力ができないようになっている。
【０１１４】また、出力された検査報告書は、この内容
を出力責任者の情報と共に来歴管理された後に、参照す
ることができる。また、検査報告書出力画面９３は、来
歴管理されている検査報告書を基に新規の検査報告書を
作成することもできる。
【０１１５】検査報告書出力画面９３内の下方は、出力
方法エリア９３ｃに表示された出力方法に従って、検査
報告書を出力する完了ボタン９３ｆ、検査報告書の出力
を行なわずに検査報告書出力画面９３を閉じて検査報告
書編集画面９２に戻る中断ボタン９３ｇ等が配置されて
いる。これらボタン９３ｃ～及び９３ｇ等は、クリック
することにより、それぞれの処理が実行されるようにな
っている。
【０１１６】次に、図１６に示すフローチャートを使用
して、検査報告書の出力処理実行の流れを説明する。
尚、図中の符号Ｓ２１ないしＳ３５は処理ステップに付
した符号である。また、この処理ステップは、図４で説
明したのと同様にユーザの操作に基づいて、画像ファイ
ル装置３のＣＰＵ２１ａの制御により行われる。
【０１１７】ユーザは、図４のフローチャートのＳ１～
Ｓ７までの処理ステップを上述した図５～図１４までの
表示画面で行って検査報告書を作成し、図１４の検査報
告書編集画面９２の検査確認ボタン９２ｅをクリックし
て、検査報告書出力画面９３を呼び出す。
【０１１８】すると、画像ファイル装置３のＣＰＵ２１
ａは、モニタ２２の表示画面に表示させる検査報告書出
力画面９３の表示を開始する（ステップＳ２１）。
【０１１９】検査報告書出力画面９３の表示を開始する
と、ＣＰＵ２１ａは、検査報告書に関する出力の配布先
情報を検索し、検査報告書出力画面９３内の出力方法エ
リア９３ｃに該当する出力方法を表示させる（ステップ
Ｓ２２）。
【０１２０】次に、ＣＰＵ２１ａは、検査報告書出力画
面９３のボタン９３ｃ～及び９３ｇをＧＵＩ（ Graphic
al User Interface ）入力待ち状態とする（ステップＳ
２３）。このステップＳ２３において、ユーザによるマ
ウス２４等の入力によってボタン入力（ＧＵＩ入力イベ
ント）がなされることで、ＣＰＵ２１ａは、完了ボタン
９３ｆ又は中断ボタン９３ｇの入力か否かを確認する
（ステップＳ２４）。
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【０１２１】このステップＳ２４において、完了ボタン
９３ｆ及び中断ボタン９３ｇのいずれの入力でもない場
合、ＣＰＵ２１ａは、入力されたボタンの処理に従って
検査報告書出力画面９３の表示内容を更新し、ステップ
Ｓ２３に処理を戻す（ステップＳ３３）。
【０１２２】一方、ステップＳ２４において中断ボタン
９３ｇが入力された場合、ＣＰＵ２１ａは、終了処理を
行ない（ステップＳ３４）、検査報告書出力処理実行の
終了つまり検査報告書出力画面９３を終了する（ステッ
プＳ３５）。
【０１２３】また、ステップＳ２４において完了ボタン
９３ｆの入力であった場合、ＣＰＵ２１ａは、検査報告
書出力画面９３の出力責任者情報の入力エリア９３ｅに
入力されている情報を取得し、システムで管理されてい
るユーザ名であるか否かを確認する（ステップＳ２
５）。
【０１２４】ステップＳ２５において、出力責任者情報
がシステムで管理されているユーザ名でなかった場合、
ＣＰＵ２１ａは、その旨を告知するメッセージを表示さ
せ（ステップＳ２７）、ステップＳ２３に処理を戻す。
【０１２５】一方、ステップＳ２５において、出力責任
者情報がシステムで管理されているユーザ名であった場
合、ＣＰＵ２１ａは、出力責任者情報がユーザに対応し
たパスワード正しく入力しているか否かを確認する（ス
テップＳ２６）。
【０１２６】ステップＳ２６において、出力責任者情報
がユーザ名に対応したパスワードを正しく入力していな
い場合、ＣＰＵ２１ａは、その旨を告知するメッセージ
を表示させ（ステップＳ２７）、ステップＳ２３に処理
を戻す。
【０１２７】一方、ステップＳ２６において、出力責任
者情報がユーザ名に対応したパスワードを正しく入力し
ている場合、ＣＰＵ２１ａは、電子メールによる検査報
告書出力の指定が有るか否かを確認する（ステップＳ２
８）。
【０１２８】ステップＳ２８において、電子メールによ
る検査報告書の出力が有る場合、ＣＰＵ２１ａは、該当
する送信先に対して、外部ネットワーク２６を介して検
査報告書の電子メールをＨＴＭＬ等のフォーマットでネ
ットワークＩ／Ｆ２１ｍから送信する（ステップＳ２
９）。尚、この電子メールの送信は、公知の暗号化技術
を利用して検査報告書を暗号化しても良い。
【０１２９】次に、ステップＳ３０において、ＣＰＵ２
１ａは、印刷による検査報告書出力の指定が有るか否か
確認する。ステップＳ３０において、印刷による検査報
告書出力の指定が有る場合、ＣＰＵ２１ａは、該当する
送信先の情報に従って検査報告書を指定された部数印刷
する（ステップＳ３１）。
【０１３０】次に、ＣＰＵ２１ａは、検査報告書を出力
責任者の情報と共に検査報告書の来歴情報に記録し（ス
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テップＳ３２）、終了処理を行ない（ステップＳ３
４）、検査報告書出力処理実行の終了つまり検査報告書
出力画面９３を終了する（ステップＳ３５）。
【０１３１】これにより、本実施の形態の内視鏡画像フ
ァイリングシステム１は、自動的に検査報告書の内容を
指定された配布先に送信することができる。従って、本
実施の形態の内視鏡画像ファイリングシステム１は、端
末が設置されていない遠隔地等のシステム外部において
も、瞬時に検査報告書を確認することができ利便性を向
上させることができる。
【０１３２】尚、本発明は、以上述べた実施の形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能で有る。
【０１３３】［付記］
（付記項１）  内視鏡検査情報を入力する内視鏡検査情
報入力手段と、前記内視鏡検査情報入力手段で入力され
た内視鏡検査情報を記録する内視鏡検査情報記録手段
と、内視鏡検査の検査報告書の配布先としてシステム外
の配布先を指定入力可能な配布先情報入力手段と、前記
配布先情報入力手段で入力された報告書配布先情報を記
録する報告書配布先情報記録手段と、内視鏡装置で得た
内視鏡画像情報を前記内視鏡検査情報に関連付けて記録
する検査画像記録手段と、前記検査画像記録手段から前
記内視鏡画像情報を読み出して検査画像を生成し、この
検査画像と前記内視鏡検査情報とを合成して検査報告書
を作成する検査報告書作成手段と、前記検査報告書作成
手段で作成された報告書を前記報告書配布先情報記録手
段に記録されている報告書配布先情報に基づいてシステ
ム外の配布先を指定出力する配布先指定出力手段と、を
具備したことを特徴とする内視鏡画像ファイリングシス
テム。
【０１３４】（付記項２）  前記検査報告書を配布する
ための複数の報告書配布手段と、これら複数の報告書配
布手段のうち、少なくとも１つの報告書配布手段を選択
する報告書配布選択手段とを設けたことを特徴とする付
記項１に記載の内視鏡画像ファイリングシステム。
【０１３５】（付記項３）  前記報告書配布手段は、電
子メールを使用することを特徴とする付記項２に記載の
内視鏡画像ファイリングシステム。
【０１３６】（付記項４）  前記報告書配布先情報を事
前に登録する報告書配布先事前登録手段を有し、前記報
告書配布先情報記録手段に記録する報告書配布先情報を
前記報告書配布先事前登録手段から１つ以上選択するこ
とを特徴とする付記項１に記載の内視鏡画像ファイリン
グシステム。
【０１３７】（付記項５）  前記検査画像記録手段に記
録された検査画像から前記検査報告書に添付する画像を
選択する検査報告書添付画像選択手段を設けたことを特
徴とする付記項１に記載の内視鏡画像ファイリングシス
テム。
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【０１３８】（付記項６）  前記内視鏡検査情報を入力
する内視鏡検査情報入力工程と、前記内視鏡検査情報入
力工程で入力された内視鏡検査情報を記録する内視鏡検
査情報記録工程と、前記内視鏡検査の検査報告書の配布
先としてシステム外の配布先を指定入力可能な配布先情
報入力工程と、前記配布先情報入力工程で入力された報
告書配布先情報を記録する報告書配布先情報記録工程
と、内視鏡装置で得た内視鏡画像情報を前記内視鏡検査
情報に関連付けて記録する検査画像記録工程と、前記検
査画像記録工程から前記内視鏡画像情報を読み出して検
査画像を生成し、この検査画像と前記内視鏡検査情報と
を合成して検査報告書を作成する検査報告書作成工程
と、前記検査報告書作成工程で作成された検査報告書を
前記報告書配布先情報記録工程で記録されている報告書
配布先情報に基づいてシステム外の配布先を指定出力す
る配布先指定出力工程と、を具備したことを特徴とする
内視鏡画像ファイリング方法。
【０１３９】（付記項７）  前記検査報告書を配布する
ための複数の報告書配布工程と、これら複数の報告書配
布工程にうち、少なくとも１つの検査報告書配布工程を
選択する報告書配布選択工程とを設けたことを特徴とす
る付記項６に記載の内視鏡画像ファイリング方法。
【０１４０】（付記項８）  前記報告書配布工程は、電
子メールを使用することを特徴とする付記項７に記載の
内視鏡画像ファイリング方法。
【０１４１】（付記項９）  前記報告書配布先情報を事
前に登録する報告書配布先事前登録工程を有し、前記報
告書配布先情報記録工程で記録する報告書配布先情報を
前記報告書配布先事前登録工程から１つ以上選択するこ
とを特徴とする付記項６に記載の内視鏡画像ファイリン
グ方法。
【０１４２】（付記項１０）  前記検査画像記録工程で
記録された検査画像から前記検査報告書に添付する画像
を選択する検査報告書添付画像選択工程を設けたことを
特徴とする付記項６に記載の内視鏡画像ファイリング方
法。
【０１４３】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、記
録された検査報告書をシステム外に出力し、検査報告書
の確認が遠隔地でも行える画像ファイリングシステムを
実現できる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の１実施の形態の内視鏡画像ファイリン
グシステムを示す全体構成図
【図２】画像ファイル装置のハードウェア構成を説明す
るブロック図
【図３】画像ファイル装置の画面構成の概要を説明する
説明図
【図４】画像ファイル装置の操作の流れの全体像を説明
するフローチャート
【図５】スケジュール一覧画面の画面表示の例を示す図
【図６】検査情報編集画面の画面表示の例を示す図
【図７】配布先設定画面の画面表示の例を示す図
【図８】検査実行画面の画面表示の例を示す図
【図９】画像選択画面の画面表示の例を示す図
【図１０】人体図形画面の画面表示の例を示す図
【図１１】施設配布先設定画面の画面表示の例を示す図
【図１２】個人配布先設定画面の画面表示の例を示す図
【図１３】検査報告書作成画面の画面表示の例を示す図
【図１４】検査報告書編集画面の画面表示の例を示す図
【図１５】検査報告書出力画面の画面表示の例を示す図
【図１６】検査報告書の出力処理の流れを説明するフロ
ーチャート
【符号の説明】
１…内視鏡画像ファイリングシステム
２…内視鏡装置
３…画像ファイル装置
２０…通信インターフェース
２１…ファイル装置本体
２１ａ…ＣＰＵ
２１ｅ…ハードディスク
２１ｍ…ネットワークＩ／Ｆ
２２…モニタ
２３…キーボード
２４…マウス
２５…ネットワークケーブル
２６…外部ネットワーク
４１…スケジュール一覧画面
９１…検査報告書作成画面
９２…検査報告書編集画面
１０１…システム管理画面
１０２…施設配布設定画面
１０３…個人配布先設定画面
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